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学校運営計画 

学校運営方針 
自己の可能性にチャレンジし,新しい時代に活躍できる心身ともに

健康な人間を育てる。 

昨年度の成果と課題 今年度の重点目標 具体的目標 

＜成果と課題＞ 

生徒指導では、重大事態につ

ながるトラブルは発生無し。教

員によって指導に差があり、組

織的な指導が不十分。 

保健指導では、心身の健康の

維持について、自ら考え、行動

できる能力等を身につけるよ

う指導。個々の生徒に沿った指

導や支援に工夫が必要。 

学習指導では、主体的で積極

的な学習態度が少しずつ身に

ついてきている。タブレットの

学習について、さらなる利用に

向け改善が必要。 

進路指導では、多様な進路選

択を意識できるように行事を

工夫できた。教員研修が必要。 

基本的生活習慣の確

立と生徒指導の充実 

全教職員の共通理解のもと、端正な身なり・挨

拶・時間厳守等の習慣を身につけさせる。生徒

指導を行う上で基盤となる、教員と生徒の共

感的人間関係をつくる。 

 

基礎学力及び学習意

欲の向上 

家庭学習定着のための指導の工夫。生徒一人

一人に応じたきめ細かい指導。進学や資格取

得を目指し、学校生活に目標を持たせる。ICT

機器を効率的に活用して新たな学びに対応さ

せる。 

希望する進路の実現 進路・学年・保護者間で緊密な連携をして進路

指導を行う。進路ガイダンスや大学説明会、企

業見学等を通して、有益な情報を提供する。生

徒が志望校・科目選択を正しく行えるように、

的確な受験指導を行う。 

デザイン・アートコース・キャリアコース共通 

評価 

項目 
具体的目標 具体的方策 評価 

生徒 

指導 

｢あ・じ・み三原則｣

の定着 

“あいさつ・時間厳守・身だしなみ”の習慣づけと定着への積

極的な声掛け指導を行い、意識させる。月ごとに重点指導項目

を設定、教職員・生徒に周知し指導にあたる。 

 

B 

メディアリテラシ

ーの向上 

SNS 等で誹謗中傷をしない、させないために、生徒に思いやり

の心を育ませ、人間関係を工夫させる。学校生活の中で、集団

を意識させ、公共の場であるという意識を持たせる。人権問題

にも触れ、理解を深める。 

 

B 

環境美化意識の向

上 

職員が常時清掃指導を行うことで、すべての生徒に清掃活動を

徹底させる。 

B 

保健 
 

心身の健康の維持 

生徒が自ら健康課題について考え、判断し、行動できるような

実践的な能力や態度を身につけるよう指導と支援に努める。ま

B 



指導  た、保護者面談や保健室だより等の様々な機会を通じて、心身

の健康情報を発信する。 

 

健康上の課題に対

応 

 

心身に、健康上の課題がある生徒の把握を的確に行い、その指

導と支援について保護者、家庭との連絡を密にする。また、生

徒全員の個別面談では傾聴しながら生徒の実態を把握し、個に

応じた支援を行う。普段から教職員同士のコミュニケーション

を図り、事例検討会で課題を共有する。 

 

 

A 

関係者との連携 保護者・専門機関との情報交換を密にし、連携を図り、課題を

共有する。 

A 

 

生徒 

支援 学習サポート 

①ベーシックでは学び直しを行い、放課後のフリータイムでは

レポートのやり方、授業の内容、タブレットの使い方などきめ

細かな支援を行う。 

②学習の遅れが目立つ生徒には本人と保護者の希望を聞いて、

曜日を決めて５教科の支援を中心に行う。 

 

 

B 

心の発達・成長支援 

①LHR や総合探求などを中心に、学校生活に適応するよう SST ・

LST を使って支援する。 

②生徒への挨拶や声掛けなどで生徒の様子を観察し、困ってい

ることを相談しやすくする。また、タブレットを使って相談を

申し込めるように配慮する。 

③保護者には連絡アプリで相談を受付、面談を行う。 

 

 

A 

環境や特性のある

生徒への支援 

①中学校からの情報・保健調査票・面談結果を基に、支援が必

要な生徒には適切な支援を連携しながら行う。 

②支援が必要な生徒と保護者面談を行って、支援計画を作成し、 

校内や関係機関との連携を図る。 

 

 

B 

デザイン・アートコース 

評価 

項目 
具体的目標 具体的方策 評価 

学習 

指導 

授業の充実 

一般教科においては、教員内での情報交換を密に行い、生徒の

習熟度や定着度合いを把握し、適宜指導を行う。美術科目に関

しては、技術のみならず一人ひとりの制作、作品への向き合い

方を尊重した指導を行う。その向き合い方や制作意図を文章に

し、他者に伝える力を向上させる指導にも力を入れる。制作や

作品完成までの過程をよく相談し、個性豊かな作品を生み出す

ための指導を行う。 

B 

予習復習の実施 1 人ひとりが学習習慣をより確かなものにする。 B 

学習「課題」の取り

組み 

自ら積極的に課題に取り組み、創造力を高めるようにする。 
B 

進路 

指導 

体系的、組織的な進

路指導の実施 

担任や教科担当、保護者と緊密に連携を図る。また、３年間を

見据え、体系的かつ組織的な進路指導を基軸とし、生徒個々人

の能力や適性を理解した上で、生徒に寄り添う進路指導を行う。 

B 



主体的、探究的な進

路指導の実施 

学校生活や進路行事、動画サービス等を通じて、多彩な学問を

知る契機とし、勤労観、職業観を身につける。また、ICT 機器等

を活用しながら探究的な進路学習を促し、有意義な進路選択と

なるようにする。 

B 

進路に関する情報

の拡充 

講演会、各種進路情報誌等、生徒や保護者が必要とする情報を

提供し、情報収集の際、比較検討できるようにする。また、ICT

を活用した情報共有、配信等を推進する。 

A 

キャリアコース 

評価 

項目 
具体的目標 具体的方策 評価 

学習 

指導 

生徒目線に立った

授業改善に努める。

授業中、生徒一人一

人のつまずきを見

過ごさないよう努

める。 

・各授業においては、机間指導を充実させ、授業時間内の生徒

一人一人の状態をきめ細かく把握し、つまずいている生徒がい

ればその場で解決するように努める。 

・生徒支援と連携し、つまずきを感じている生徒の早期発見に

努め働きかけを行う。担任や各教科担当は、毎日、毎週、毎回

のレポートごとといった短期間で課題生徒がいないか確認し、

放課後指導等を活用してつまずきの解決に努めるよう、生徒に

働きかける。 

B 

ＩＣＴ機器を活用

して視覚的教材を

授業に取り入れる。 

ＩＣＴ機器を随時活用して視覚的教材を取り入れ、理解しやす

くするよう努める。タブレットを用いてより分かりやすく、活

動の展開が見える授業となるよう工夫する。 

B 

レポートを確実に

提出させ、学びの好

循環につなぐ。 

レポートについては、タブレットを用いた管理・提出としたり、

レポート本体に細かく教材のページ数を示したりして、解きや

すくするよう作成者は努める。内容がわからなかったり、提出

が滞ったりする生徒については、フリータイム等を利用して行

わせ、レポートを確実に提出できるように、授業者は担任と連

携して工夫する。 

B 

進路 

指導 

体系的、組織的な進

路指導の実施 

教科担当や担任、保護者と緊密に連携を図るとともに、長期的

な視野をもって体系的かつ組織的な進路指導を基軸とする。さ

らに、生徒個々人の能力や適性を理解した上で、就職進学を問

わず、生徒に寄り添い、将来性を見据えた選択となるよう丁寧

な指導を行う。 

B 

主体的、探究的な進

路指導の実施 

学校生活や各種進路行事を通じて、多彩な学問を知る契機とし、

勤労観、職業観を身につける。また、ICT 機器等を活用しなが

ら探究的な進路学習を促し、有意義な進路選択となるように生

徒の主体性を引き出しながら選択の幅を広げていく。 

B 

進路情報の拡充 

進路資料の精選と提示を工夫し、生徒や保護者、職員等が必要

に応じて情報を活用しやすい状況を作り出し、情報収集の際、

比較検討できるようにする。また、ICT を活用した情報共有、

配信等を行い、保護者に向けても随時情報提供を図っていく。 

A 

成果と 

課題 

＜生徒指導＞ 

成果：身だしなみについて、頭髪・ピアスの違反者はほとんど見られなくなった。廊下で教



員に挨拶をする生徒が増えた。目立った SNS トラブルはなかった。人権・同和教育の授業を

実施できた。頭髪・服装・学習態度等確認を行い、全教職員を巻き込んで生徒指導を行えた。

制服の採寸について販売業者と打ち合わせを行い、適正な制服着用ができるようした。 

課題：朝の SHR までに教室に入室できてない者が一部いる。教員によって指導に差があり、

より組織的に指導を行う仕組みが必要である。清掃指導が徹底されていない箇所がある。帰

りの公共交通機関の時間を気にして、生徒によって清掃に取り組んでいる者と取り組んでい

ない者が分かれないように指導を徹底する。服装や授業態度の改善など、共有した生徒の情

報を踏まえきめ細かく指導を行う。集団生活の中で、日々の教職員による挨拶、声かけ、は

げまし、賞賛、対話を行い、個性の発見とよさや可能性の伸長と社会的資質・能力の発達を

支える指導（発達支持的生徒指導）を強化する。 

 

＜保健指導＞ 

成果:保護者面談や保健室だよりは毎月発行し、心身の健康情報を届けることができた。 

また、健康上の課題がある生徒の把握とその支援について保護者との連絡を密に行った。 

関係機関との連携を図り、課題を共有することができた。 

課題:生徒が自ら健康課題について考え、判断し、行動できるような実践的な能力を身につ

ける指導を再考する必要がある。 

 

<生徒支援> 

成果:ひと月ごとに支援委員が全員で、課題生徒の実態とその対策について共有することが

できた。中学校訪問で得られた情報を全教職員に情報共有が図れた。生徒支援にかかわる事

例検討会、講演会を行うことができた。生徒相談窓口に寄せられる質問には迅速に対応でき

た。授業アンケートを実施することができた。進路活動をするにあたっての「卒業見込み」

の設定条件について、教務と連携を図りながら作成することができた。 

課題:曜日別放課後学習指導への参加者が少なかった。次年度はそのための保護者の同意を

得るための案内を年度初めに作成することとした。各教室でフリータイム時に学習している

生徒がいる中で、レポートを提出できない生徒がゲームに没頭し、騒がしくしている生徒が

見受けられた。勉強できる環境を整えるために教室を分けるなど、指導を徹底したい。講演

会に出席できなかった教職員への情報共有を行う。中学校訪問で得られた情報を全教職員か

ら理解してもらい、生徒が居やすい環境・支援を行う。合理的配慮については、その都度明

文化、共有化することで対応しやすい状態にしていく必要がある。 

 

＜学習指導＞ 

【デザイン・アートコース】 

成果:日々の授業課題や卒業制作などの作品及び制作過程において、生徒の作品への向き合

い方や取り組み方についての考え、姿勢は身に付いた。鑑賞や修学旅行、学外活動などを通

して、生徒の視野の広がりや主体性が育まれた。 



 

課題:生徒の学力や実技力にバラつきがあり、一部の生徒で予習や復習など自宅学習の定着

が図られていない。特に一般教科において（英語など）顕著であった。コースの方針にぶれ

ることなく生徒の実態に即した対応を考える必要があると感じる。 

【キャリアコース】 

成果:・生徒支援との連携により、困難な状況を抱える生徒の早期把握においてはこの一年

で成果をあげることができた。 

・ＩＣＴ機器を活用したわかりやすい授業への改善においては、科目によりばらつきがあり、

常にスライドを用いている科目もあるが、ほとんど活用されずに終わった科目もあった。授

業者の意識改善と技術向上について、学校として取り組み続ける必要がある。 

・レポートについては、タブレットで管理することを基調として、個別の対応として紙を用

いる方向付けを行うことができた。生徒自身が自発的に提出期限を守って提出するよう促す

取り組みについては、昨年度からあまり進展しなかったため、放課後学習指導の活用など、

効果的な方法を模索し続ける必要がある。 

課題:・特別なニーズを持つ生徒にも行き届く授業のあり方・教材のあり方を、授業者は常に

模索していく必要がある。目の前の生徒は年々変化していることを意識し、その生徒にあわ

せた教授法で授業展開する意識を、来年度も強く意識する必要がある。 

・ＩＣＴ機器を活用し、一方的な講義形式に陥らないよう、生徒目線の授業展開・教授法を

意識し、学習教材についても、特別なニーズを持つ生徒にもわかりやすく学びやすい形式を

研究し続ける必要がある。 

・レポートの提出方法について、タブレット管理で一本化していくためには授業者の慣れが

重要であるため、授業者が遅れをとらないよう、教員全体でスキルを身につけていく必要が

ある。それが生徒に還元されて、生徒自身のやりやすさにつながるため、土台として教員の

スキルアップが必須である。 

 

＜進路指導＞ 

【デザインアート・コース】 

成果:多様な進路選択を意識できるように進路関連の行事を工夫し、どの進路先でも対応で

きるように内容の改善を図れた。クラスによって進路指導のばらつきや偏りがあったため、

学年ごとに目標を設定して年間行事計画として作成した。自己ＰＲ文、志望理由書の実作、

模擬面接指導を行い、講師より共通の指導を受ける場を設けた。また、ガイダンスのスタイ

ルや内容も一新し、体系的かつ段階的な進路指導につながるよう計画した。 

課題:主体的な進路選択を行えるようにガイダンスの内容を毎年見直していく必要がある。

また、進路に関する教員向けの研修などを取り入れ、体系的な指導につながるように知識の

更新を図る必要がある。コース間にとらわれない進路指導の土台づくりを行えるよう、職員

全体を巻き込みながら進めていく必要がある。幅広い進路先に対応できるよう、職員側も一

般的な進路指導の基礎を身につけていく必要がある。 



【キャリアコース】 

成果:多様な進路選択を意識できるように進路関連の行事を工夫し、どの進路先でも対応で

きるように内容の改善を図れた。クラスによって進路指導のばらつきや偏りがあったため、

学年ごとに目標を設定して年間行事計画として作成した。自己ＰＲ文、志望理由書の実作、

模擬面接指導を行い、講師より共通の指導を受ける場を設けた。また、ガイダンスのスタイ

ルや内容も一新し、体系的かつ段階的な進路指導につながるよう計画した。 

課題:主体的な進路選択を行えるようにガイダンスの内容を毎年見直していく必要がある。

また、進路に関する教員向けの研修などを取り入れ、体系的な指導につながるように知識の

更新を図る必要がある。コース間にとらわれない進路指導の土台づくりを行えるよう、職員

全体を巻き込みながら進めていく必要がある。幅広い進路先に対応できるよう、職員側も一

般的な進路指導の基礎を身につけていく必要がある。 

 

※評価は 3段階(Ａ・Ｂ・Ｃ)で行う。 

 

 


